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研究成果の概要（和文）：精神状態の機能不全メカニズムが自己意識作用の悪循環のいくつかのパターンに分類
されるという我々の仮説は概ね支持された。「不全―効果系」は概ね身体（運動・感覚関連領野）、対人関係
（TPJ, TP, dMPFC）、社会価値（vMPFC/vACC, PCC/Precuneus）の３つの脳内スキーマに分類できる。それぞれ
のパターンに対応して異なるタイプの精神健康法が異なるメカニズムによって効果を発揮する可能性についても
一定の支持的見解が得られている。これらの成果に基づいて、精神機能不全と精神健康法の効果の関係性と各脳
メカニズムを体系化する方略について、有用なフレーム枠が構築できた。

研究成果の概要（英文）：Our hypothesis that the dysfunctional mechanisms of mental states fall into 
several patterns of negative cycles of self-consciousness was generally supported. The "
insufficiency-effect system" can be roughly classified into three schemata in the brain: physical 
(motor and sensory association regions), interpersonal relationship (TPJ, TP, dMPFC), and social 
value (vMPFC / vACC, PCC / Precunes). There is also some supportive finding on the possibility that 
different types of mental health intervention methods may be effective through different mechanisms 
corresponding to each pattern. Based on these results, a useful framework has been constructed for 
the strategic systematization of the relationship between mental dysfunction and the effects of 
mental health training methods and each brain mechanism.

研究分野： 認知神経科学

キーワード： 脳・神経

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
精神的な健康を自己管理するために、日常生活で容易に実践可能な「精神健康法」への注目が高まっている。健
康法の効果には大きな個人差があり、その背景には精神機能の不全状態の質的個人差が想定される。本研究の成
果は、精神機能不全と精神健康法の効果の関係性と各脳メカニズムを体系化し、事前に健康法の効果を予測する
ツール開発に分野融合的アプローチを可能にする。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 精神的な健康を自己管理するために、日常生活で容易に実践可能な「精神健康法」への注目
が高まっている。健康法の効果には大きな個人差があり、その背景には精神機能の不全状態の
質的個人差が想定される。 
 
２．研究の目的 
 心理・認知神経科学的理論に基づいて、(1)精神状態の機能不全メカニズムが自己意識作用の
悪循環のいくつかのパターンに分類される、(2)それぞれのパターンに対応して異なるタイプの
精神健康法が異なるメカニズムによって効果を発揮する、と仮説を置いた。これに基づいて精
神機能不全と精神健康法の効果の関係性と各脳メカニズムを体系化し、質問紙と脳活動計測を
用いて事前に健康法の効果を予測するツール開発を試みた。 
 
３．研究の方法 
 主要な「不全―効果系」を網羅すると期待される数種類の異なるタイプの精神健康法を、MRI
スキャナ内で実施可能な「介入課題」に改変し、課題実施中の脳活動を機能的 MRI を用いて計
測した。また介入前後の精神状態を質問紙と脳活動（安静時及び「評価課題」実施中の脳活動）
によって計測してきた。 
 
４．研究成果 
我々の精神状態の機能不全メカニズムに関する作業仮説、すなわち精神状態の機能不全メカ

ニズムが自己意識作用の悪循環のいくつかのパターンに分類されるという仮説は、概ね支持さ
れた。「不全―効果系」は概ね身体（運動・感覚関連領野）、対人関係（TPJ, TP, dMPFC）、社会
価値（vMPFC/vACC, PCC/Precuneus）の３つの脳内スキーマに分類できる(論文③、学会発表⑥
⑧㉞㊱)。これは代表者自身の仮説(Sugiura et al., 2013, 2014, 2016)を支持するものである。
また、それぞれのパターンに対応して異なるタイプの精神健康法が異なるメカニズムによって
効果を発揮する可能性についても一定の支持的見解が得られている。 
 身体の脳内スキーマに関わる「不全―効果系」については、物理的環境の主要なストレス要
因として気温（学会発表⑦、論文②⑤）や身体運動に伴う感覚フィードバックの随伴性（学会
発表④、論文査読中）が根拠知見として得られている。後者については精神疾患患者への展開
も進めている（学会発表㊹㊼）。また、摂食障害のリスク要因である身体像の知覚的歪みとその
感情とのつながりについても関連する行動研究（学会発表①㉑㉙、論文準備中）・fMRI研究（学
会発表㊶㊻）知見が得られている。さらに高齢者においては、死の恐怖と身体意識の負相関（学
会発表⑰㉘、論文準備中）についての知見も得られ、理解・介入双方で期待が持てる。健康法
としてスピリチュアリティ系への期待が、脳における身体処理の低下から示されている（学会
発表㊺、論文準備中）。このように、一見多様な精神状態の機能不全メカニズムが、身体の脳内
スキーマに関わる「不全―効果系」説明できることから（学会発表㉜）、この枠組みで新しい健
康法の提案ができることが期待される。 
対人関係の脳内スキーマに関わる「不全―効果系」に関して、基礎的根拠については既存研

究に依拠し(Sugiura et al., 2013, 2014, 2016)、本研究で身体領域との移行領域（学会発表
㉕、論文⑥）や社会価値領域への移行領域（論文①）を示せたことが意義深い。この系に関し
ては、特に介入領域での成果を多く挙げることができた。他者と自己の関係の再評価で得られ
る精神健康効果の脳過程（学会発表②③⑤⑨⑱⑲）や自身をめぐる様々な事象に感謝をささげ
る感謝介入の効果とその世代比較（学会発表⑩⑪⑫⑬⑬⑳㉓㊴）、対話型写真鑑賞の効果（学会
発表⑭、論文④）、回想法による楽観性向上とその脳過程（学会発表㉔㉖㉗㉛㊵、論文準備中）
などを明らかにできた。 
社会的価値の脳内スキーマに関わる「不全―効果系」については、自己の社会的価値の神経

基盤解明（論文①）や、仕事選択における収入と面白さの脳内価値表象（学会発表㉒㉚㉟、論
文準備中）など、既存研究 (Sugiura et al., 2013, 2014, 2016)を補強・拡張する知見が得ら
れた。また、高齢者におけるこの脳ネットワークの活動と死の恐怖の適正化の関係についての
知見（学会発表㊸、論文準備中）も、本仮説と精神健康の重要な関係を再確認するものである。
介入領域では、言語的評価の効果（学会発表㊷、論文準備中）や、高齢者を対象とした芸術活
動の効果（学会発表㉝㊲、論文準備中）などで、重要な成果を挙げることができた。 
これらの成果に基づいて、精神機能不全と精神健康法の効果の関係性と各脳メカニズムを体

系化する方略について、有用なフレーム枠が構築できた。すでに、質問紙と脳活動計測を用い
て事前に健康法の効果を予測するツール開発の探索的研究に着手しており、今後体系的な研究
に分野融合的体制（学会発表㊳、論文⑦）で臨む準備が整ったと考えている。 
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